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(57)【要約】
【課題】透明ディスプレイを用いて背景が透過すること
による利便性を得つつ表示特性をも向上させる。
【解決手段】観察するユーザが存在する側の面である観
察面の裏側にある後背面の側から入射した光を、透過さ
せて該ユーザに観察可能とさせるディスプレイの表示を
制御する表示制御部と、上記ディスプレイの後背面の側
の状態を示す状態情報を取得する状態情報取得部とを含
み、上記表示制御部は、上記状態情報に応じて上記ディ
スプレイに表示させる表示を変化させる表示制御装置が
提供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察するユーザが存在する側の面である観察面の裏側にある後背面の側から入射した光
を、透過させて該ユーザに観察可能とさせるディスプレイの表示を制御する表示制御部と
、
　前記ディスプレイの後背面の側の状態を示す状態情報を取得する状態情報取得部と
　を備え、
　前記表示制御部は、前記状態情報に応じて前記ディスプレイに表示させる表示を変化さ
せる表示制御装置。
【請求項２】
　前記状態情報取得部は、前記ディスプレイの後背面が第１の面に対向している第１の状
態と前記ディスプレイの後背面が前記第１の面に対向していない第２の状態とを示す情報
を含む前記状態情報を取得し、
　前記表示制御部は、前記状態情報が前記第１の状態を示す場合と前記第２の状態を示す
場合との間で前記ディスプレイに表示させる表示を変化させる、請求項１に記載の表示制
御装置。
【請求項３】
　前記状態情報取得部は、前記ディスプレイを有する第１の部分を前記第１の面を有する
第２の部分に係合させ前記ディスプレイが前記第１の面に重ね合わせられた状態である前
記第１の状態と前記ディスプレイが前記第１の面から離れた状態である前記第２の状態と
を切り替える係合機構の動作状態の情報を前記状態情報として取得する、請求項２に記載
の表示制御装置。
【請求項４】
　前記第２の状態は、前記ディスプレイの後背面が特定の面に対向していない状態である
、請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記第２の状態は、前記ディスプレイの後背面が前記第１の面とは異なる第２の面に対
向している状態である、請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記状態情報取得部は、前記第１の状態および前記第２の状態とは異なる第３の状態を
示す情報を含む前記状態情報を取得し、
　前記表示制御部は、前記状態情報が前記第３の状態を示す場合に、前記状態情報が前記
第１の状態または前記第２の状態を示す場合のいずれとも異なる変化を前記ディスプレイ
の表示に与える、請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記第３の状態は、前記ディスプレイの後背面の側の状態が前記第１の状態と前記第２
の状態との間で変化する過程にある中間の状態であり、
　前記表示制御部は、前記状態情報が前記第３の状態を示す場合に、前記ディスプレイの
表示を一時的に消滅させる、請求項６に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記状態情報が前記第１の状態を示す場合に前記第１の面のパター
ンまたはテクスチャに応じて前記ディスプレイに表示させる表示を変化させる、請求項２
に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　前記表示制御部は、前記状態情報に応じて前記ディスプレイの表示の輝度を変化させる
、請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記表示制御部は、前記状態情報に応じて前記ディスプレイの表示の上下または左右を
反転させる、請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項１１】
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　前記表示制御部は、前記状態情報に応じて前記ディスプレイの表示内容を変化させる、
請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項１２】
　観察するユーザが存在する側の面である観察面の裏側にある後背面の側から入射した光
を、透過させて該ユーザに観察可能とさせるディスプレイの表示を制御することと、
　前記ディスプレイの後背面の側の状態を示す状態情報を取得することと、
　前記状態情報に応じて前記ディスプレイに表示させる表示を変化させることと
　を含む表示制御方法。
【請求項１３】
　観察するユーザが存在する側の面である観察面の裏側にある後背面の側から入射した光
を、透過させて該ユーザに観察可能とさせるディスプレイの表示を制御する機能と、
　前記ディスプレイの後背面の側の状態を示す状態情報を取得する機能と、
　前記状態情報に応じて前記ディスプレイに表示させる表示を変化させる機能と
　をコンピュータに実現させるためのプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、表示制御装置、表示制御方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＯＬＥＤ（Organic　Light-Emitting　Diode）や透過型ＬＣＤ（Liquid　Crystal　Dis
play）を用いた透明ディスプレイは、観察するユーザが存在する側の面である観察面の裏
側にある後背面の側からの光が透過して観察され、例えば後背面の側の風景（以下、背景
ともいう）を透過させながら画面を表示することが可能なディスプレイとして知られてい
る。かかる透明ディスプレイを用いた技術として、例えば特許文献１には、携帯電話端末
に設けられた透明ディスプレイを光学ファインダとして機能させる技術が記載されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１８３３７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１などに記載の透明ディスプレイでは、表示内容によっては、背景が
透過するために画面が見づらくなる場合がある。つまり、透明ディスプレイは、表示時に
背景が透過することで通常のディスプレイにはない利便性を提供することが可能である一
方、背景が透過するために表示の視認性や表現力といった表示特性が通常のディスプレイ
に及ばない場合がある。
【０００５】
　そこで、本開示では、透明ディスプレイを用いて背景が透過することによる利便性を得
つつ表示特性をも向上させることが可能な、新規かつ改良された表示制御装置、表示制御
方法およびプログラムを提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示によれば、観察するユーザが存在する側の面である観察面の裏側にある後背面の
側から入射した光を、透過させて該ユーザに観察可能とさせるディスプレイの表示を制御
する表示制御部と、上記ディスプレイの後背面の側の状態を示す状態情報を取得する状態
情報取得部とを含み、上記表示制御部は、上記状態情報に応じて上記ディスプレイに表示
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させる表示を変化させる表示制御装置が提供される。
【０００７】
　また、本開示によれば、観察するユーザが存在する側の面である観察面の裏側にある後
背面の側から入射した光を、透過させて該ユーザに観察可能とさせるディスプレイの表示
を制御することと、上記ディスプレイの後背面の側の状態を示す状態情報を取得すること
と、上記状態情報に応じて上記ディスプレイに表示させる表示を変化させることとを含む
表示制御方法が提供される。
【０００８】
　さらに、本開示によれば、観察するユーザが存在する側の面である観察面の裏側にある
後背面の側から入射した光を、透過させて該ユーザに観察可能とさせるディスプレイの表
示を制御する機能と、上記ディスプレイの後背面の側の状態を示す状態情報を取得する機
能と、上記状態情報に応じて上記ディスプレイに表示させる表示を変化させる機能とをコ
ンピュータに実現させるためのプログラムが提供される。
【０００９】
　本開示によれば、状態情報取得部が取得する状態情報によって、ディスプレイの後背面
の側の状態がどのようなものであるかが示される。この状態情報に基づいて、表示制御部
がディスプレイの表示に変化を与える。ここでいう表示の変化は、輝度や向きなどの表示
に関するパラメータの変化、または表示の内容の変化など、あらゆる種類の表示の変化を
含む概念である。かかる変化よって、ディスプレイの表示は、そのときのディスプレイの
後背面の側の状態に適応した表示になり、透明ディスプレイを用いて背景が透過すること
による利便性が得られる一方で、視認性または表現力のような表示特性も向上する。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように本開示によれば、透明ディスプレイを用いて背景が透過することに
よる利便性を得つつ表示特性をも向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本開示の第１の実施形態に係る電子機器の外観を示す図である。
【図２】本開示の第１の実施形態に係る電子機器の画面表示例を示す図である。
【図３】本開示の第１の実施形態に係る電子機器の概略的な機能構成を示すブロック図で
ある。
【図４】本開示の第２の実施形態に係る電子機器の外観を示す図である。
【図５】本開示の第２の実施形態に係る電子機器の概略的な機能構成を示すブロック図で
ある。
【図６】本開示の第３の実施形態に係る電子機器の外観を示す図である。
【図７】本開示の第４の実施形態に係る電子機器の外観を示す図である。
【図８】本開示の第５の実施形態に係る電子機器の外観を示す図である。
【図９】本開示の第６の実施形態に係る電子機器の外観を示す図である。
【図１０】本開示の実施形態に係る電子機器のハードウェア構成を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１３】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．第１の実施形態（開閉可能な透明ディスプレイを有する電子機器）
　２．第２の実施形態（スライド可能な透明ディスプレイを有する電子機器）
　３．第３の実施形態（着脱可能な透明ディスプレイを有する電子機器）
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　４．第４の実施形態（背景面にキーボードを有する電子機器）
　５．第５の実施形態（背景面に太陽電池パネルを有する電子機器）
　６．第６の実施形態（両面に対して開閉可能な透明ディスプレイを有する電子機器）
　７．電子機器のハードウェア構成
　８．実施形態のまとめ
　９．補足
【００１４】
　（１．第１の実施形態）
　まず、図１～図３を参照して、本開示の第１の実施形態について説明する。本開示の第
１の実施形態は、ヒンジによって本体に対して開閉可能な透明ディスプレイを有する電子
機器１００に係る実施形態である。図１は、電子機器１００の外観を示す図である。図２
は、電子機器１００の画面表示例を示す図である。図３は、電子機器１００の概略的な機
能構成を示すブロック図である。
【００１５】
　　（装置の外観）
　図１を参照すると、電子機器１００は、筐体の部分としてディスプレイ部１０１と本体
部１０３とを有する。ディスプレイ部１０１と本体部１０３とは、ヒンジ１０５で係合さ
れ、ディスプレイ部１０１は本体部１０３に対して開閉可能である。（ａ）はディスプレ
イ部１０１が本体部１０３に対して閉じられた状態を示し、（ｂ）はディスプレイ部１０
１が本体部１０３に対して開かれた状態を示す。それぞれの状態においてディスプレイ部
１０１に設けられるディスプレイ１０７をユーザが観察する向きが、模式的なユーザの視
線によって示されている。
【００１６】
　電子機器１００は、例えばタブレット型やノート型のＰＣ（Personal　Computer）、ス
マートフォン、携帯電話、携帯型ゲーム機、ＰＤＡ（Personal　Digital　Assistant）な
どの電子機器である。電子機器１００は、（ｂ）のようにディスプレイ部１０１が本体部
１０３に対して開かれた状態で、ユーザによって把持されることが可能な電子機器であっ
てもよい。この場合、ユーザは、周囲の風景などの任意の背景をディスプレイ１０７の表
示に透過させることができる。
【００１７】
　ディスプレイ部１０１は、ディスプレイ１０７を有する。ディスプレイ１０７は、例え
ばＯＬＥＤまたは透過型ＬＣＤなどであり、観察するユーザが存在する側の面である観察
面の裏側にある後背面の側から入射した光を、透過させて該ユーザに観察可能とさせる透
明ディスプレイである。なお、以下の説明では、後背面の側からの光の透過によって観察
される像を、ディスプレイ１０７の背景ともいう。ディスプレイ１０７の片面または両面
には図示しないタッチパネルが設けられ、ユーザのタッチ操作を取得可能であってもよい
。ディスプレイ部１０１には、後述する表示制御部とディスプレイ１０７とを接続してデ
ィスプレイ１０７に画面を表示させるための配線などが格納される。
【００１８】
　本体部１０３は、背景面１０９を有する。背景面１０９は、例えば本体部１０３の表面
のうち、（ａ）のようにディスプレイ部１０１が本体部１０３に対して閉じられた場合に
ディスプレイ１０７に重なり合い、ディスプレイ１０７の背景になる面である。背景面１
０９のうち、少なくともディスプレイ１０７と重なり合う部分の色は、例えば黒色などの
非透過色である。本体部１０３には、後述するＣＰＵ（Central　Processing　Unit）な
ど、電子機器１００の機能を実現するための各種回路などが格納される。
【００１９】
　ヒンジ１０５は、ディスプレイ部１０１を本体部１０３に対して開閉可能に係合する機
構である。ヒンジ１０５には、一般的に電子機器で用いられる各種のヒンジを用いること
が可能である。ヒンジ１０５には、後述するヒンジ回転角度センサが設けられる。ヒンジ
回転角度センサは、ヒンジ１０５の回転角度を検出し、これをディスプレイ１０７の後背
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面の側の状態を示す状態情報として状態情報取得部に提供する。
【００２０】
　　（表示例）
　図２では、図１に示す（ａ）および（ｂ）の場合のディスプレイ１０７の画面表示例が
、（ａ）および（ｂ）としてそれぞれ示されている。（ａ）では、ディスプレイ１０７に
ビデオプレイヤのアプリケーションが表示されている。（ｂ）では、ディスプレイ１０７
にＡＲ（拡張現実：Augmented　Reality）ナビゲーションのアプリケーションが表示され
ている。
【００２１】
　上述のように、（ａ）の場合、ディスプレイ部１０１は本体部１０３に対して閉じられ
ており、ディスプレイ１０７は背景面１０９に重ね合わせられている。つまり、ディスプ
レイ１０７の背景は、非透過色の背景面１０９である。従って、この場合、ディスプレイ
１０７は、背景が透過しないディスプレイ、すなわち通常のディスプレイと同様の表示を
することが可能である。これによって、ユーザは、ディスプレイ１０７に表示される画面
を背景の変化に影響されず安定して視認することができる。また、ディスプレイ１０７が
ＯＬＥＤなどの自発光素子を用いた透明ディスプレイである場合に背景面１０９を黒い面
にすれば、自発光素子を用いた透明ディスプレイでは表現が難しい黒色を表現でき、ディ
スプレイ１０７の表現力を向上させることができる。このような表示は、例えば動画１０
７１のような画像を表示する際などに有効である。
【００２２】
　一方、（ｂ）の場合、ディスプレイ部１０１は本体部１０３に対して開かれており、デ
ィスプレイ１０７は背景面１０９には重ね合わせられていない。つまり、ディスプレイ１
０７の背景は、ディスプレイ１０７の背後の風景である。従って、この場合、ディスプレ
イ１０７は、背景が透過する透明ディスプレイ特有の表示をすることが可能である。例え
ば、ディスプレイ１０７は、図示された例のように、ＡＲ技術を利用して、矢印１０７３
、所要時間表示１０７５、方位表示１０７７などの情報を実際の風景に重畳して表示する
。この場合、カメラなどを用いて風景画像を取得することなく、ディスプレイ１０７に透
過している実際の風景に重畳させて情報を表示できるため、画像処理による処理負荷を軽
減することができる。
【００２３】
　ここで、（ａ）の状態でユーザによって観察されるディスプレイ１０７の面を表面とす
るならば、（ｂ）の状態でユーザによって観察されるディスプレイ１０７の面は裏面であ
る。従って、ディスプレイ１０７には、（ａ）の状態では表面から観察するための画面が
、（ｂ）の状態では裏面から観察するための画像が、それぞれ表示されることになる。こ
の場合、図１を合わせて参照するとわかるように、（ａ）の状態ではヒンジ１０５の側が
上側になるが、（ｂ）の状態ではヒンジ１０５の側が下側になる。つまり、（ａ）の状態
と（ｂ）の状態との間では、ディスプレイ１０７に表示される画面の上下が反転している
。
【００２４】
　　（機能構成）
　図３を参照すると、電子機器１００は、ディスプレイ１０７の表示を制御するための機
能構成として、表示制御部１５１と、状態情報取得部１５３と、ヒンジ回転角度センサ１
０５ｓとを有する。表示制御部１５１および状態情報取得部１５３は、例えば不揮発性メ
モリなどに格納されたプログラムを実行するＣＰＵ１５０によって実現される。なお、電
子機器１００の他の機能構成については、一般的な電子機器と同様の構成が用いられうる
ため、ここでは詳細な説明を省略する。
【００２５】
　表示制御部１５１は、ディスプレイ１０７の表示を制御する。表示制御部１５１は、画
面として表示する画像のデータをディスプレイ１０７に提供し、ディスプレイ１０７に画
面を表示させる。表示制御部１５１は、状態情報取得部１５３が取得するディスプレイ１
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０７の後背面の側の状態を示す状態情報に応じて、ディスプレイ１０７の表示を変化させ
る。具体的には、後述するように、表示制御部１５１は、ディスプレイ１０７の表示の上
下を反転させたり、表示の輝度を変化させたり、表示の内容を変化させたりする。表示の
輝度を変化させる場合、表示制御部１５１は、ディスプレイ１０７の部分ごとに異なる値
の輝度変化を与えてもよい。
【００２６】
　状態情報取得部１５３は、ディスプレイ１０７の後背面の側の状態を示す状態情報を取
得し、これを表示制御部１５１に提供する。本実施形態において、状態情報は、ヒンジ回
転角度センサ１０５ｓによって提供される。上述のように、ヒンジ回転角度センサ１０５
ｓは、ディスプレイ１０７を有するディスプレイ部１０１と、ディスプレイ１０７の背景
となりうる背景面１０９を有する本体部１０３とを開閉可能に係合するヒンジ１０５の回
転角度を検出する。状態情報取得部１５３は、この回転角度の情報を、例えばディスプレ
イ１０７の背景が背景面１０９であるか否かの情報に変換して表示制御部１５１に提供し
てもよい。
【００２７】
　ここで、例えば、ヒンジ回転角度センサ１０５ｓは、図１（ａ）に示されるようにディ
スプレイ部１０１が本体部１０３に対して閉じている状態を基準にして、ヒンジ１０５の
回転角度を検出する。この場合、図１（ｂ）に示されるようにディスプレイ部１０１が本
体部１０３に対して開くにつれて、ヒンジ１０５の回転角度θが大きくなる。この回転角
度θが所定の閾値以下である場合、状態情報取得部１５３は、ディスプレイ１０７が背景
面１０９に重ね合わせられており、ディスプレイ１０７の背景が背景面１０９であると判
断する。一方、回転角度θが所定の閾値よりも大きい場合、状態情報取得部１５３は、デ
ィスプレイ１０７が背景面１０９に重ね合わせられておらず、背後の風景を透過している
と判断する。
【００２８】
　別の例として、状態情報取得部１５３は、第１および第２の２つの閾値を用いてもよい
。この場合、第２の閾値は第１の閾値よりも大きい値でありうる。状態情報取得部１５３
は、回転角度θが第１の閾値以下である場合に、ディスプレイ１０７が背景面１０９に重
ね合わせられていると判断する。また、状態情報取得部１５３は、回転角度θが第２の閾
値以上である場合にディスプレイ１０７が背景面１０９に重ね合わせられておらず、背景
を透過していると判断する。回転角度θが第１の閾値と第２の閾値との中間にある場合、
状態情報取得部１５３はディスプレイ部１０１が本体部１０３に対して開閉される途中の
いわば中間の状態にあると判断し、表示制御部１５１はディスプレイ１０７の表示を一時
的に消滅させる。これによって、ディスプレイ部１０１の開閉の途中でユーザがディスプ
レイ１０７を観察していない間にディスプレイ１０７に不要な表示がされることを防ぎ、
例えば消費電力を削減することができる。
【００２９】
　さらに別の例として、表示制御部１５１および状態情報取得部１５３は、回転角度θの
閾値判定に基づく制御に、ヒステリシス制御を用いてもよい。例えば、回転角度θの所定
の閾値によってディスプレイ１０７が背景面１０９に重ね合わせられている場合とそうで
はない場合とを判別する場合に、回転角度θが次第に大きくなる場合（ディスプレイ部１
０１が開かれてようとしている場合）には閾値θ１が、回転角度θが次第に小さくなる場
合（ディスプレイ部１０１が閉じられようとしている場合）には閾値θ２が用いられると
する。この場合、閾値θ１は閾値θ２よりも大きい値でありうる。これによって、例えば
、回転角度θが閾値の前後で微細に振動したような場合に、ディスプレイ１０７の表示が
頻繁に変化してユーザに煩雑な印象を与えるのを防ぐことができる。
【００３０】
　　（表示の制御例）
　以上で図１～図３を参照して説明した本開示の第１の実施形態における、表示制御部１
５１によるディスプレイ１０７の表示の制御の例について、さらに説明する。本実施形態



(8) JP 2013-15788 A 2013.1.24

10

20

30

40

50

では、表示制御部１５１が、状態情報取得部１５３によって取得される状態情報に応じて
ディスプレイ１０７の表示を変化させる。状態情報は、具体的にはヒンジ１０５の回転角
度であり、ディスプレイ１０７が背景面１０９に重ね合わせられているか否かを示す情報
ともいえる。
【００３１】
　第１に、表示制御部１５１は、ディスプレイ１０７の後背面の側の状態に応じて、ディ
スプレイ１０７の表示の上下を反転させうる。具体的には、表示制御部１５１は、状態情
報取得部１５３が取得したヒンジ１０５の回転角度から、ディスプレイ１０７の背景が背
景面１０９であると判定された場合と、そうではない場合との間で、ディスプレイ１０７
の表示の上下を反転させる。図２を参照して説明したように、本実施形態では、ディスプ
レイ１０７の背景が背景面１０９である場合と、ディスプレイ１０７の背景が背景面１０
９ではない場合とでは、ディスプレイ１０７のユーザによって観察される面が異なる。従
って、表示制御部１５１は、これら２つの場合の間でディスプレイ１０７の表示の上下を
反転させ、それぞれの場合に画面が正しく視認されるようにする。
【００３２】
　なお、図２の例では、ヒンジ１０５の側がディスプレイ１０７に表示される画面の上側
または下側にあたるため、表示制御部１５１はディスプレイ１０７の表示の上下を反転さ
せる。その一方で、例えばヒンジ１０５の側がディスプレイ１０７に表示される画面の右
側または左側にあたる場合（ディスプレイ１０７が、図２の例のように横長ではなく縦長
に配置されて用いられるような場合）、表示制御部１５１はディスプレイ１０７の表示の
左右を反転させうる。
【００３３】
　第２に、表示制御部１５１は、ディスプレイ１０７の後背面の側の状態に応じて、ディ
スプレイ１０７の表示の輝度を変化させうる。具体的には、表示制御部１５１は、状態情
報取得部１５３が取得したヒンジ１０５の回転角度から、ディスプレイ１０７の背景が背
景面１０９であると判定された場合と、そうではない場合との間で、ディスプレイ１０７
の表示の輝度を変化させる。上述のように、ディスプレイ１０７が非透過色の背景面１０
９を背景にする場合とそうではない場合とでは、視認性や色の表現力など、ディスプレイ
１０７の表示特性が異なる。従って、それぞれの場合でディスプレイ１０７の各画素の最
適な輝度も異なる。表示制御部１５１は、この特性に合わせてディスプレイ１０７の表示
の輝度を変化させ、それぞれの場合の背景に合わせた最適な表示を実現する。
【００３４】
　第３に、表示制御部１５１は、ディスプレイ１０７の後背面の側の状態に応じて、ディ
スプレイ１０７の表示内容を変化させうる。例えば、表示制御部１５１は、ディスプレイ
１０７に図２（ｂ）に示すようなＡＲ情報の透過表示を含む画面が表示されている状態で
、ヒンジ１０５の回転角度が変化し、ディスプレイ１０７の背景が背景面１０９に切り替
わった場合、ＡＲ情報の透過表示を含む画面の表示を終了しうる。また、表示制御部１５
１は、ディスプレイ１０７の背景が背景面１０９に切り替わった場合に、ディスプレイ１
０７に透過する実際の風景にＡＲ情報を重畳する画面から、電子機器１００に設けられた
カメラなどを用いて取得された風景画像にＡＲ情報を重畳する画面へと表示内容を切り替
えてもよい。
【００３５】
　（２．第２の実施形態）
　次に、図４および図５を参照して、本開示の第２の実施形態について説明する。本開示
の第２の実施形態は、スライド機構によって本体に対してスライド可能な透明ディスプレ
イを有する電子機器２００に係る実施形態である。図４は、電子機器２００の外観を示す
図である。図５は、電子機器２００の概略的な機能構成を示すブロック図である。
【００３６】
　　（装置の外観）
　図４を参照すると、電子機器２００は、筐体の部分としてディスプレイ部２０１と本体
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部２０３とを有する。ディスプレイ部２０１と本体部２０３とは、スライド機構２０５で
係合され、ディスプレイ部２０１は本体部２０３に対してスライド可能である。（ａ）は
ディスプレイ部２０１が本体部２０３の上面に重なり合っている状態を示し、（ｂ）はデ
ィスプレイ部２０１が本体部２０３の上面に沿ってスライドして本体部２０３の上面から
せり出した状態を示す。
【００３７】
　電子機器２００は、例えばタブレット型やノート型のＰＣ、スマートフォン、携帯電話
、携帯型ゲーム機、ＰＤＡなどの電子機器である。電子機器２００は、（ｂ）のようにデ
ィスプレイ部２０１が本体部２０３の上面からせり出した状態で、ユーザによって把持さ
れることが可能な電子機器であってもよい。この場合、ユーザは、周囲の風景などの任意
の背景を、ディスプレイ部２０１に設けられるディスプレイ２０７の表示に透過させるこ
とができる。
【００３８】
　ディスプレイ部２０１は、ディスプレイ２０７を有する。ディスプレイ２０７は、例え
ばＯＬＥＤまたは透過型ＬＣＤなどを用いた透明ディスプレイである。ディスプレイ２０
７の上面には図示しないタッチパネルが設けられ、ユーザのタッチ操作を取得可能であっ
てもよい。ディスプレイ部２０１には、後述する表示制御部とディスプレイ２０７とを接
続してディスプレイ２０７に画面を表示させるための配線などが格納される。
【００３９】
　本体部２０３は、背景面２０９を有する。背景面２０９は、例えば本体部２０３の表面
のうち、（ａ）のようにディスプレイ部２０１が本体部２０３の上面に重なり合っている
場合にディスプレイ２０７に重なり合い、ディスプレイ２０７の背景になる面である。背
景面２０９のうち、少なくともディスプレイ２０７と重なり合う部分の色は、例えば黒色
などの非透過色である。本体部２０３には、後述するＣＰＵなど、電子機器２００の機能
を実現するための各種回路などが格納される。また、本体部２０３には、操作ボタン２１
１などの操作部が設けられてもよい。
【００４０】
　スライド機構２０５は、ディスプレイ部２０１を本体部２０３に対してスライド可能に
係合する機構である。スライド機構２０５には、例えば凸条と凹条とを組み合わせた機構
のような、各種のスライド機構を用いることが可能である。スライド機構２０５には、デ
ィスプレイ部２０１の位置を検出するスイッチ２０５ｓが設けられる。スイッチ２０５ｓ
は、例えば図示されているようにスライド機構２０５の端部付近に設けられ、ディスプレ
イ部２０１がスイッチ２０５ｓの位置までスライドすることで切り替わるスイッチであり
うる。スイッチ２０５ｓは、検出の結果をディスプレイ２０７の状態を示す状態情報とし
て後述する状態情報取得部に提供する。
【００４１】
　　（表示例）
　図４に示す（ａ）および（ｂ）の場合にディスプレイ２０７に表示される画面は、例え
ば図２を参照して説明した（ａ）および（ｂ）の画面と同様でありうる。
【００４２】
　つまり、（ａ）の場合、ディスプレイ部２０１は本体部２０３の上面に重なり合ってお
り、ディスプレイ２０７は背景面２０９に重ね合わせられている。つまり、ディスプレイ
２０７の背景は、非透過色の背景面２０９である。従って、この場合、ディスプレイ２０
７は、背景が透過しないディスプレイ、すなわち通常のディスプレイと同様の表示をする
ことが可能である。
【００４３】
　一方、（ｂ）の場合、ディスプレイ部２０１は本体部２０３の上面からせり出しており
、ディスプレイ２０７は背景面２０９には重ね合わせられていない。つまり、ディスプレ
イ２０７の背景は、ディスプレイ２０７の背後の風景である。従って、この場合、ディス
プレイ２０７は、背景が透過する透明ディスプレイ特有の表示をすることが可能である。
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【００４４】
　なお、この第２の実施形態では、スライド機構２０５によって、ディスプレイ部２０１
が移動するため、（ａ）の状態と（ｂ）の状態との間で、ユーザによって観察されるディ
スプレイ２０７の面は変化しない。従って、本実施形態では、第１の実施形態とは異なり
、（ａ）の状態と（ｂ）の状態との間でディスプレイ２０７に表示される画面の上下を反
転させなくてもよい。
【００４５】
　　（機能構成）
　図５を参照すると、電子機器２００は、ディスプレイ２０７の表示を制御するための機
能構成として、表示制御部２５１と、状態情報取得部２５３と、スイッチ２０５ｓとを有
する。表示制御部２５１および状態情報取得部２５３は、例えば不揮発性メモリなどに格
納されたプログラムを実行するＣＰＵ２５０によって実現される。なお、電子機器２００
の他の機能構成については、一般的な電子機器と同様の構成が用いられうるため、ここで
は詳細な説明を省略する。
【００４６】
　表示制御部２５１は、ディスプレイ２０７の表示を制御する。表示制御部２５１は、画
面として表示する画像のデータをディスプレイ２０７に提供し、ディスプレイ２０７に画
面を表示させる。表示制御部２５１は、状態情報取得部２５３が取得したディスプレイ２
０７の後背面の側の状態を示す状態情報に応じて、ディスプレイ２０７の表示を変化させ
る。具体的には、後述するように、表示制御部２５１は、ディスプレイ２０７の表示の輝
度を変化させたり、表示の内容を変化させたりする。表示の輝度を変化させる場合、表示
制御部２５１は、ディスプレイ２０７の部分ごとに異なる値の輝度変化を与えてもよい。
【００４７】
　状態情報取得部２５３は、ディスプレイ２０７の後背面の側の状態を示す状態情報を取
得し、これを表示制御部２５１に提供する。本実施形態において、状態情報は、スイッチ
２０５ｓによって提供される。上述のように、スイッチ２０５ｓは、ディスプレイ２０７
を有するディスプレイ部２０１と、ディスプレイ２０７の背景となりうる背景面２０９を
有する本体部２０３とをスライド可能に係合するスライド機構２０５に設けられ、ディス
プレイ部２０１の位置を検出する。状態情報取得部２５３は、この位置の情報を、例えば
ディスプレイ２０７の背景が背景面２０９であるか否かの情報に変換して表示制御部２５
１に提供してもよい。
【００４８】
　ここで、スイッチ２０５ｓは、例えばスライド機構２０５の端部付近に設けられ、ディ
スプレイ部２０１がスイッチ２０５ｓの位置までスライドすることで切り替わるスイッチ
でありうる。例えばディスプレイ部２０１がスイッチ２０５ｓの位置までスライドしてき
た場合にスイッチ２０５ｓがＯＮになるとすると、状態情報取得部２５３は、スイッチ２
０５ｓがＯＮである場合に、ディスプレイ２０７が背景面２０９に重ね合わせられており
、ディスプレイ２０７の背景が背景面２０９であると判断する。一方、状態情報取得部２
５３は、スイッチ２０５ｓがＯＦＦである場合に、ディスプレイ２０７が背景面２０９に
重ね合わせられておらず、背景を透過していると判断する。
【００４９】
　別の例として、スイッチ２０５ｓは、スライド機構２０５の複数の位置に設けられても
よい。この場合、スイッチ２０５ｓは、例えば図４におけるスライド機構２０５の左下の
端と右上の端近くとに２つ設けられうる。例えばディスプレイ部２０１がスイッチ２０５
ｓの位置までスライドしてきた場合にスイッチ２０５ｓがＯＮになるとすると、状態情報
取得部２５３は、スイッチ２０５ｓが２つともＯＮである場合に、ディスプレイ２０７が
背景面２０９に重ね合わせられていると判断する。また、状態情報取得部２５３は、スイ
ッチ２０５ｓが２つともＯＦＦである場合に、ディスプレイ２０７が背景面２０９に重ね
合わせられておらず、背後の風景を透過していると判断する。スイッチ２０５ｓのうちの
一方（右上の端近く）がＯＮであり、他方（左下の端）がＯＦＦである場合、状態情報取
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得部２５３はディスプレイ部２０１が本体部２０３に対してスライドする途中の状態にあ
ると判断し、表示制御部２５１はディスプレイ２０７の表示を一時的に消滅させる。これ
によって、ディスプレイ部２０１のスライドの途中でユーザがディスプレイ２０７を観察
していない間にディスプレイ２０７に不要な表示がされることを防ぎ、例えば消費電力を
削減することができる。
【００５０】
　　（表示の制御例）
　以上で図４および図５を参照して説明した本開示の第２の実施形態における、表示制御
部２５１によるディスプレイ２０７の表示の制御の例について説明する。
【００５１】
　上述の通り、本実施形態では、スライド機構２０５に設けられたスイッチ２０５ｓによ
って検出されるディスプレイ部２０１の位置が状態情報をして取得される。また、本実施
形態では、ディスプレイ２０７の背景が変化しても、ユーザによって観察されるディスプ
レイ２０７の面は変化しないため、表示制御部２５１は、ディスプレイ２０７の状態に応
じてディスプレイ２０７の表示の上下または左右を反転させなくてよい。それ以外の、状
態情報に応じたディスプレイ２０７の表示の輝度の変化、およびディスプレイ２０７の表
示内容の変化について、表示制御部２５１による表示の制御は、上記の第１の実施形態に
おける表示制御部１５１による表示の制御と同様である。
【００５２】
　（３．第３の実施形態）
　次に、図６を参照して、本開示の第３の実施形態について説明する。本開示の第３の実
施形態は、着脱機構によって本体への着脱が可能な透明ディスプレイを有する電子機器３
００に係る実施形態である。図６は、電子機器３００の外観を示す図である。
【００５３】
　なお、この第３の実施形態に係る電子機器３００の構成は、図６に示す着脱機構３０５
およびスイッチ３０５ｓがスライド機構２０５およびスイッチ２０５ｓに代えて用いられ
る点で上記の第２の実施形態に係る電子機器２００とは相違する。しかし、それ以外の部
分については電子機器２００と同様であるため、詳細な説明を省略する。
【００５４】
　　（装置の外観）
　図６を参照すると、電子機器３００は、筐体の部分としてディスプレイ部３０１と本体
部３０３とを有する。ディスプレイ部３０１と本体部３０３とは、着脱機構３０５によっ
て係合され、ディスプレイ部３０１は本体部３０３に着脱可能である。（ａ）はディスプ
レイ部３０１が本体部３０３の上面に装着された状態を示し、（ｂ）はディスプレイ部３
０１が本体部３０３から取り外された状態を示す。
【００５５】
　電子機器３００は、例えばタブレット型やノート型のＰＣ、スマートフォン、携帯電話
、携帯型ゲーム機、ＰＤＡなどの電子機器である。電子機器３００は、（ｂ）のように本
体部３０３から取り外されたディスプレイ部３０１がユーザによって把持されることが可
能な電子機器であってもよい。この場合、ユーザは、周囲の風景などの任意の背景を、デ
ィスプレイ部３０１に設けられるディスプレイ２０７の表示に透過させることができる。
【００５６】
　ディスプレイ部３０１は、ディスプレイ２０７を有する。本実施形態において、ディス
プレイ部３０１は本体部３０３と物理的に分離することが可能である。そのため、ディス
プレイ部３０１には、本体部３０３にある表示制御部２５１とディスプレイ２０７とをＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）などの無線通信によって接続してディスプレイ２０７に画
面を表示させるための通信回路などが格納されうる。
【００５７】
　本体部３０３は、背景面２０９を有する。本体部３０３には、ＣＰＵなど電子機器３０
０の機能を実現するための各種回路に加えて、表示制御部２５１とディスプレイ２０７と



(12) JP 2013-15788 A 2013.1.24

10

20

30

40

50

を無線通信によって接続するための通信回路などが格納されうる。また、本体部２０３に
は、操作ボタン２１１などの操作部が設けられてもよい。
【００５８】
　着脱機構３０５は、ディスプレイ部３０１を本体部３０３に対して着脱可能に係合する
機構である。着脱機構３０５には、例えば、ツメ部と凹部とを組み合わせた機構のような
、各種の着脱機構を用いることが可能である。着脱機構３０５には、ディスプレイ部３０
１の着脱状態を検出するスイッチ３０５ｓが設けられる。スイッチ３０５ｓは、例えば図
示されているように着脱機構３０５の所定の部分に設けられ、ディスプレイ部３０１が本
体部３０３に装着されることで切り替わるスイッチでありうる。スイッチ３０５ｓは、検
出の結果をディスプレイ２０７の後背面の側の状態を示す状態情報として状態情報取得部
２５３に提供する。
【００５９】
　　（表示例）
　図６に示す（ａ）および（ｂ）の場合にディスプレイ２０７に表示される画面は、例え
ば図２を参照して説明した（ａ）および（ｂ）の画面と同様でありうる。
【００６０】
　つまり、（ａ）の場合、ディスプレイ部３０１は本体部３０３の上面に装着されており
、ディスプレイ２０７は背景面２０９に重ね合わせられている。つまり、ディスプレイ２
０７の背景は、非透過色の背景面２０９である。従って、この場合、ディスプレイ２０７
は、背景が透過しないディスプレイ、すなわち通常のディスプレイと同様の表示をするこ
とが可能である。
【００６１】
　一方、（ｂ）の場合、ディスプレイ部３０１は本体部２０３から取り外されており、デ
ィスプレイ２０７は背景面２０９には重ね合わせられていない。つまり、ディスプレイ２
０７の背景は、ディスプレイ２０７の裏側の風景である。従って、この場合、ディスプレ
イ２０７は、背景が透過する透明ディスプレイ特有の表示をすることが可能である。
【００６２】
　なお、この第３の実施形態では、ディスプレイ部３０１が本体部３０３から取り外され
た（ｂ）の状態でユーザによって観察されるディスプレイ２０７の面は、（ａ）の状態で
観察される面と同じ面でもありうるし、異なる面でもありうる。従って、本実施形態では
、（ａ）の状態と（ｂ）の状態との間で、第１の実施形態のようにディスプレイ２０７に
表示される画面の上下または左右を反転させるケースもありうるし、第２の実施形態のよ
うに反転させないケースもありうる。
【００６３】
　　（機能構成）
　電子機器３００の機能構成は、スイッチ２０５ｓに代えてスイッチ３０５ｓが用いられ
る点以外では、上記の第２の実施形態に係る電子機器２００と同様である。
【００６４】
　スイッチ３０５ｓは、例えば着脱機構３０５のある部分に設けられ、ディスプレイ部３
０１が着脱機構３０５に装着されることで切り替わるスイッチでありうる。例えばディス
プレイ部３０１が本体部３０３に装着されている場合にスイッチ３０５ｓがＯＮになると
すると、状態情報取得部２５３は、スイッチ３０５ｓがＯＮである場合に、ディスプレイ
２０７が背景面２０９に重ね合わせられており、ディスプレイ２０７の背景が背景面２０
９であると判断する。一方、状態情報取得部２５３は、スイッチ３０５ｓがＯＦＦである
場合に、ディスプレイ２０７が背景面２０９に重ね合わせられておらず、背景を透過して
いると判断する。
【００６５】
　別の例として、スイッチ３０５ｓは、着脱機構３０５の複数の位置に設けられてもよい
。この場合、スイッチ３０５ｓは、例えば図６における２つの着脱機構３０５のそれぞれ
に設けられうる。例えばディスプレイ部３０１が本体部３０３に装着されている場合にス
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イッチ３０５ｓがＯＮになるとすると、状態情報取得部２５３は、スイッチ３０５ｓが２
つともＯＮである場合に、ディスプレイ２０７が背景面２０９に重ね合わせられていると
判断する。また、状態情報取得部２５３は、スイッチ３０５ｓが２つともＯＦＦである場
合に、ディスプレイ２０７が背景面２０９に重ね合わせられておらず、背景を透過してい
ると判断する。スイッチ３０５ｓのうちの一方がＯＮであり、他方がＯＦＦである場合、
状態情報取得部２５３はディスプレイ部３０１が本体部３０３に装着される途中、または
ディスプレイ部３０１が本体部３０３から取り外される途中の状態にあると判断し、表示
制御部２５１はディスプレイ２０７の表示を一時的に消滅させる。これによって、ディス
プレイ部３０１の装着または取り外しの途中でユーザがディスプレイ２０７を観察してい
ない間にディスプレイ２０７に不要な表示がされることを防ぎ、例えば消費電力を削減す
ることができる。
【００６６】
　　（表示の制御例）
　以上で図６を参照して説明した本開示の第３の実施形態における、表示制御部２５１に
よるディスプレイ２０７の表示の制御の例について説明する。
【００６７】
　上述の通り、本実施形態では、ディスプレイ２０７の背景が変化した場合、ユーザによ
って観察されるディスプレイ２０７の面が変化する場合としない場合とがありうる。その
ため、表示制御部２５１が、ディスプレイ２０７の状態に応じてディスプレイ２０７の表
示の上下または左右を反転させる場合とさせない場合とがある。それ以外の、状態情報に
応じたディスプレイ２０７の表示の輝度の変化、およびディスプレイ２０７の表示内容の
変化について、表示制御部２５１による表示の制御は、上記の第１の実施形態における表
示制御部１５１による表示の制御と同様である。
【００６８】
　（４．第４の実施形態）
　次に、図７を参照して、本開示の第４の実施形態について説明する。本開示の第４の実
施形態は、ヒンジによって本体に対して開閉可能な透明ディスプレイを有する電子機器４
００に係る実施形態である。図７は、電子機器４００の外観を示す図である。
【００６９】
　電子機器４００は、背景面４０９にキーボード４０９ａおよびタッチパッド４０９ｂを
有する点を除いては、上記の第１の実施形態に係る電子機器１００と同様の構成を有する
。かかる共通部分については、詳細な説明を省略する。
【００７０】
　図７を参照すると、電子機器１００では、本体部１０３の背景面４０９にキーボード４
０９ａおよびタッチパッド４０９ｂが設けられる。キーボード４０９ａは、いわゆるハー
ドウェアキーボードであり、一般的に電子機器に用いられる各種の構成を採用することが
可能である。タッチパッド４０９ｂは、ユーザの接触を検出する入力装置であり、これも
一般的に用いられる各種の構成を採用することが可能である。
【００７１】
　ここで、この第４の実施形態において、（ｂ）の状態でのディスプレイ１０７の表示は
、上記の第１の実施形態と同様である。一方、（ａ）の状態でのディスプレイ１０７の表
示は、ディスプレイ１０７の背景になる背景面４０９に設けられたキーボード４０９ａと
タッチパッド４０９ｂとに対応した表示制御がされる点で、上記の第１の実施形態とは異
なる。つまり、（ａ）では、キーボード４０９ａとタッチパッド４０９ｂとがディスプレ
イ１０７に透過して見えている状態になるため、これらを考慮した表示制御が実行される
。
【００７２】
　キーボード４０９ａでは、それぞれのキーが出っ張った形状になっており、またキーに
は例えば“Ｑ”、“Ｗ”、“Ｅ”などの文字が表示されている。また、タッチパッド４０
９ｂは、背景面４０９よりも窪んだ形状になっていたり、接触操作が可能な領域を示すた
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めに周辺の背景面４０９とは異なる色であったりする。このような形状や色彩がディスプ
レイ１０７を透過してユーザに視認されると、上記の第１の実施形態のように背景面が無
地の平面である場合に比べて、（ａ）の状態でのディスプレイ１０７の表示の視認性や表
現力が低下したり、ユーザに違和感を与えたりする場合がある。
【００７３】
　そこで、表示制御部１５１は、ディスプレイ１０７の後背面の側の状態に応じて表示の
輝度を変化させるときに、上記のキーボード４０９ａおよびタッチパッド４０９ｂの形状
や色彩をキャンセルするようにディスプレイ１０７の部分ごとに異なる値の輝度変化を設
定する。これによって、ディスプレイ１０７の表示の視認性や表現力が向上し、（ａ）の
状態でディスプレイ１０７を観察するユーザが、キーボード４０９ａやタッチパッド４０
９ｂをあまり意識しないようにすることができる。
【００７４】
　なお、キーボード４０９ａやタッチパッド４０９ｂが周辺の背景面４０９と同様の不透
過色、例えば黒色であれば、上記のような表示制御部１５１の制御がなくても、（ａ）の
状態でのディスプレイ１０７の表示の視認性や表現力は、（ｂ）の状態に比べて十分向上
する。例えばキーボード４０９ａの文字をイルミネーション表示にして、（ａ）の状態で
はこのイルミネーション表示を消すようにすれば、キーボード４０９ａが設けられている
ことによるディスプレイ１０７の表示への影響をより低減できる。しかしながら、上記の
ような表示制御部１５１の制御をすることによって、（ａ）の状態でのディスプレイ１０
７の表示の視認性や表現力は一段と向上しうる。
【００７５】
　（５．第５の実施形態）
　次に、図８を参照して、本開示の第５の実施形態について説明する。本開示の第５の実
施形態は、ヒンジによって本体に対して開閉可能な透明ディスプレイを有する電子機器５
００に係る実施形態である。図８は、電子機器５００の外観を示す図である。
【００７６】
　電子機器５００は、背景面５０９に太陽電池パネル５０９ａを有する点を除いては、上
記の第１の実施形態に係る電子機器１００と同様の構成を有する。かかる共通部分につい
ては、詳細な説明を省略する。
【００７７】
　図８を参照すると、電子機器１００では、背景面５０９に太陽電池パネル５０９ａが設
けられる。太陽電池パネル５０９ａは、太陽電池のパネルであり、太陽光などの光を受け
て発電する。太陽電池パネル５０９ａは、背景面５０９の全体に配置されてもよいし、そ
の一部に配置されてもよい。太陽電池パネル５０９ａには、図示されている例に関わらず
、各種の太陽電池パネルを用いることが可能である。
【００７８】
　ここで、この第５の実施形態において、（ｂ）の状態でのディスプレイ１０７の表示は
、上記の第１の実施形態と同様である。一方、（ａ）の状態でのディスプレイ１０７の表
示は、ディスプレイ１０７の背景になる背景面５０９に設けられた太陽電池パネル５０９
ａに対応した表示制御がされる点で、上記の第１の実施形態とは異なる。つまり、（ａ）
では、太陽電池パネル５０９ａがディスプレイ１０７に透過して見えている状態になるた
め、これを考慮した表示制御が実行される。
【００７９】
　太陽電池パネル５０９ａでは、例えば結晶部分とフレーム部分とで材質が異なり、従っ
て色彩や光沢などが異なる。このような色彩や光沢がディスプレイ１０７を透過してユー
ザに視認されると、上記の第１の実施形態のように背景面が無地の平面である場合に比べ
て、（ａ）の状態でのディスプレイ１０７の表示の視認性や表現力が低下したり、ユーザ
に違和感を与えたりする場合がある。
【００８０】
　そこで、表示制御部１５１は、ディスプレイ１０７の後背面の側の状態に応じて表示の



(15) JP 2013-15788 A 2013.1.24

10

20

30

40

50

輝度を変化させるときに、上記の太陽電池パネル５０９ａの色彩や光沢をキャンセルする
ようにディスプレイ１０７の部分ごとに異なる値の輝度変化を設定する。これによって、
ディスプレイ１０７の表示の視認性や表現力が向上し、（ａ）の状態でディスプレイ１０
７を観察するユーザが、太陽電池パネル５０９ａをあまり意識しないようにすることがで
きる。
【００８１】
　なお、太陽電池パネル５０９ａが周辺の背景面５０９と同様の不透過色、例えば黒色で
あれば、上記のような表示制御部１５１の制御がなくても、（ａ）の状態でのディスプレ
イ１０７の表示の視認性や表現力は、（ｂ）の状態に比べて十分向上する。しかしながら
、上記のような表示制御部１５１の制御をすることによって、（ａ）の状態でのディスプ
レイ１０７の表示の視認性や表現力は一段と向上しうる。
【００８２】
　（６．第６の実施形態）
　次に、図９を参照して、本開示の第６の実施形態について説明する。本開示の第６の実
施形態は、ヒンジによって本体の両面に対して開閉可能な透明ディスプレイを有する電子
機器６００に係る実施形態である。図９は、電子機器６００の外観を示す図である。
【００８３】
　電子機器６００は、本体部１０３の両面にそれぞれ背景面４０９と背景面５０９とを有
する点を除いては、上記の第１の実施形態に係る電子機器１００と同様の構成を有する。
また、背景面４０９は、上記の第４の実施形態に係る電子機器４００の背景面４０９と同
様の面である。さらに、背景面５０９は、上記の第５の実施形態に係る電子機器５００の
背景面５０９と同様の面である。かかる共通部分については、詳細な説明を省略する。
【００８４】
　図９を参照すると、電子機器６００では、（ａ）のようにディスプレイ１０７が背景面
４０９に重なり合った状態から、ヒンジ１０５を回転させると、（ｂ）のように背景面４
０９側でディスプレイ部１０１が本体部１０３に対して開いた状態になる。（ｂ）の状態
から、さらにヒンジ１０５を回転させると、（ｃ）のように背景面５０９側でディスプレ
イ部１０１が本体部１０３に対して開いた状態になる。（ｃ）の状態から、さらにヒンジ
１０５を回転させると、（ｄ）のようにディスプレイ１０７が背景面５０９に重なり合っ
た状態になる。それぞれの状態においてディスプレイ部１０１に設けられるディスプレイ
１０７をユーザが観察する向きが、模式的なユーザの視線によって示されている。
【００８５】
　つまり、本実施形態において、ヒンジ１０５の回転角度θは、ほぼ０°～３６０°の値
をとりうる。図示された例では、回転角度θが０°に近い場合に、ディスプレイ１０７は
背景面４０９に重なり合った状態（ａ）になり、回転角度θが３６０°に近い場合に、デ
ィスプレイ１０７は背景面５０９に重なり合った状態（ｄ）になる。
【００８６】
　従って、本実施形態において、表示制御部１５１は、上記のそれぞれの状態に応じてデ
ィスプレイ１０７の表示を制御する。具体的には、（ａ）の状態で、表示制御部１５１は
、背景面４０９にあるキーボード４０９ａおよびタッチパッド４０９ｂの形状や色彩をキ
ャンセルするようにディスプレイ１０７の表示の輝度を変化させる。（ｂ）の状態で、表
示制御部１５１は、ディスプレイ１０７に裏側の風景が透過している場合に適した輝度に
表示の輝度を変化させる。また、表示制御部１５１は、（ａ）の状態と（ｂ）の状態との
間でディスプレイ１０７の表示の上下を反転させる。表示制御部１５１は、（ａ）の状態
と（ｂ）の状態との間でディスプレイ１０７の表示内容を変更してもよい。
【００８７】
　さらに、（ｃ）の状態で、図示された例のように（ｂ）の状態とは異なる側からディス
プレイ１０７が観察される場合、表示制御部１５１は、（ｂ）の状態と（ｃ）の状態との
間でディスプレイ１０７の表示の左右を反転させる。（ｄ）の状態で、表示制御部は、背
景面５０９にある太陽電池パネル５０９ａの色彩や光沢をキャンセルするようにディスプ
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レイ１０７の表示の輝度を変化させる。また、表示制御部１５１は、（ｃ）の状態と（ｄ
）の状態との間でディスプレイ１０７の表示の上下を反転させる。表示制御部１５１は、
（ｃ）の状態と（ｄ）の状態との間でディスプレイ１０７の表示内容を変更してもよい。
【００８８】
　一方、状態情報取得部１５３は、ヒンジ１０５の回転角度θについての複数の閾値を用
いて、上記の（ａ）～（ｄ）の状態を判別する。例えば、状態情報取得部１５３は、回転
角度θについて、（ａ）の状態と（ｂ）の状態とを判別するための第１の閾値と、（ｂ）
の状態と（ｃ）の状態とを判別するための第２の閾値と、（ｃ）の状態と（ｄ）の状態と
の第３の閾値とを用いうる。図示された例では、第１の閾値が０°に近い値であり、第２
の閾値が１８０°に近い値であり、第３の閾値が３６０°に近い値でありうる。この第６
の実施形態においても、上記の第１の実施形態と同様に、状態情報取得部１５３はそれぞ
れの状態の中間の状態を定義し、表示制御部１５１は中間の状態でディスプレイ１０７の
表示を一時的に消滅させてもよい。さらに、回転角度θの閾値判定に基づく制御に、ヒス
テリシス制御が用いられてもよい。
【００８９】
　（７．電子機器のハードウェア構成）
　図１０を参照して、本開示の実施形態に係る電子機器のハードウェア構成の一例につい
て説明する。図１０は、電子機器９００のハードウェア構成を示すブロック図である。電
子機器９００は、上記の各実施形態に係る電子機器１００，２００，３００，４００，５
００，６００を実現しうる電子機器である。
【００９０】
　電子機器９００は、ディスプレイ９０１、タッチパネル９０３、キーボード９０５、太
陽電池９０７、不揮発性メモリ９０９、ＣＰＵ９１１、ＲＡＭ（Random　Access　Memory
）９１３およびバッテリ９１５を含む。これらの構成要素は、例えばバス線や給電線など
によって相互に接続される。
【００９１】
　ディスプレイ９０１は、上記各実施形態でのディスプレイ１０７，２０７に対応する表
示装置である。ディスプレイ９０１は、ＯＬＥＤまたは透過型ＬＣＤなどを用いた透明デ
ィスプレイであり、ＣＰＵ９１１の制御に従って画像を表示する。
【００９２】
　タッチパネル９０３は、上記各実施形態でディスプレイ９０１の表面に設けられうる入
力装置である。タッチパネル９０３は、ユーザの接触を電子機器９００に対する操作入力
として取得する。
【００９３】
　キーボード９０５は、第４および第６の実施形態でのキーボード４０９ａに対応する入
力装置である。他の実施形態では、キーボード９０５は設けられなくてもよい。電子機器
９００には、キーボード９０５とともに、またはこれに代えて、タッチパッドや操作ボタ
ンなどの他の入力装置が設けられてもよい。
【００９４】
　太陽電池９０７は、第５および第６の実施形態での太陽電池パネル５０９ａに対応する
。他の実施形態では、太陽電池９０７は設けられなくてもよい。太陽電池９０７は、太陽
光などの光を受けて発電し、電力をバッテリ９１５に供給する。
【００９５】
　不揮発性メモリ９０９は、上記各実施形態でＣＰＵ１５０，２５０が動作するためのプ
ログラムなど、電子機器９００において用いられる各種の情報を格納するためのメモリで
ある。電子機器９００は、不揮発性メモリ９０９とともに、ＨＤＤ（Hard　Disk　Drive
）などのストレージ装置や、各種のリムーバブル記録媒体の読み書きのためのドライブを
有していてもよい。
【００９６】
　ＣＰＵ９１１は、上記各実施形態でのＣＰＵ１５０，２５０に対応する。ＣＰＵ９１１
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は、不揮発性メモリ９０９などに格納されたプログラムを実行することによってディスプ
レイ９０１を含む電子機器９００の各部を制御する。
【００９７】
　ＲＡＭ９１３は、ＣＰＵ９１１が動作するためのプログラムや、ＣＰＵ９１１の演算の
パラメータなどを一時的に記憶する。
【００９８】
　バッテリ９１５は、電子機器９００の各部に電力を供給する。電子機器９００が太陽電
池９０７を有する場合、バッテリ９１５は太陽電池９０７から電力の供給を受ける。それ
以外の場合、バッテリ９１５は外部からの給電によって電力を供給される。
【００９９】
　以上、電子機器９００のハードウェア構成の一例について説明した。上記の各構成要素
は、汎用的な部材を用いて構成されていてもよいし、各構成要素の機能に特化したハード
ウェアにより構成されていてもよい。また、各構成要素は、本技術が実施される時々の技
術レベルに応じて、適宜変更されうる。
【０１００】
　（８．実施形態のまとめ）
　（１）以上で説明した本開示の実施形態は、観察するユーザが存在する側の面である観
察面の裏側にある後背面の側から入射した光を、透過させて該ユーザに観察可能とさせる
ディスプレイの表示を制御する表示制御部と、ディスプレイの後背面の側の状態を示す状
態情報を取得する状態情報取得部とを含み、表示制御部は、状態情報に応じてディスプレ
イに表示させる表示を変化させる表示制御装置に関する。
【０１０１】
　実施形態の説明において、表示制御装置は、電子機器１００，２００，３００，４００
，５００，６００として例示された。また、背景が透過するディスプレイは、透明ディス
プレイであるディスプレイ１０７，２０７として例示された。表示制御部は、表示制御部
１５１，２５１として例示された。状態情報は、ヒンジ回転角度センサ１０５ｓ、スイッ
チ２０５ｓ，３０５ｓによって提供される情報として例示された。状態情報取得部は、状
態情報取得部１５３，２５３として例示された。
【０１０２】
　上記の構成によれば、後背面の側の状態が変化しうる透明ディスプレイの表示において
、後背面の側の状態に応じて表示の輝度、向きまたは内容などを変化させることで、視認
性または表現力のような表示特性を向上させることができる。
【０１０３】
　（２）本開示の実施形態において、状態情報取得部は、ディスプレイの後背面が第１の
面に対向している第１の状態とディスプレイの後背面が第１の面に対向していない第２の
状態とを示す情報を含む状態情報を取得し、表示制御部は、状態情報が第１の状態を示す
場合と第２の状態を示す場合との間でディスプレイに表示させる表示を変化させうる。
【０１０４】
　実施形態の説明において、第１の面は、背景面１０９，２０９，４０９，５０９として
例示された。また、第１の状態は、ディスプレイ部１０１が本体部１０３に対して閉じら
れた状態、ディスプレイ部２０１が本体部２０３の上面に重なり合っている状態、および
ディスプレイ部３０１が本体部３０３に装着されている状態として例示された。第２の状
態は、ディスプレイ部１０１が本体部１０３に対して開かれた状態、ディスプレイ部２０
１が本体部２０３の上面からせり出した状態、およびディスプレイ部３０１が本体部３０
３から取り外された状態として例示された。
【０１０５】
　上記の構成によれば、ディスプレイの背景が第１の面になった状態、つまりディスプレ
イの後背面が所定の背景面に対向している場合に、その背景面に合わせて表示を変化させ
ることによって、透明ディスプレイを背景が透過しない通常のディスプレイと同様に用い
て、表示の視認性や表現力を向上させることができる。
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【０１０６】
　なお、本技術において、状態情報は、ディスプレイの後背面が所定の背景面に対向して
いることを示す情報を必ずしも含まなくてもよい。例えば、表示制御装置は、その時々の
ディスプレイの後背面の側の状態をカメラなどで認識し、それに合わせて表示を変化させ
てもよい。かかる構成によっても、透明ディスプレイの表示特性の向上が実現されうる。
【０１０７】
　（３）本開示の実施形態において、状態情報取得部は、ディスプレイを有する第１の部
分を第１の面を有する第２の部分に係合させディスプレイが第１の面に重ね合わせられた
状態である第１の状態とディスプレイが第１の面から離れた状態である第２の状態とを切
り替える係合機構の動作状態の情報を状態情報として取得しうる。
【０１０８】
　実施形態の説明において、第１の部分は、ディスプレイ部１０１，２０１，３０１とし
て例示された。また、第２の部分は、本体部１０３，２０３，３０３として例示された。
係合機構は、ヒンジ１０５、スライド機構２０５、着脱機構３０５として例示された。係
合機構の動作状態は、ヒンジ１０５の回転角度、スライド機構２０５によってスライドし
たディスプレイ部２０１の位置、着脱機構３０５によるディスプレイ部３０１の着脱状態
として例示された。なお、本明細書の記載における“ディスプレイが第１の面に重ね合わ
せられた状態”は、ディスプレイと第１の面とが密着している場合のみならず、ディスプ
レイを透過して第１の面が視認可能な範囲でディスプレイと第１の面とが接近している場
合をも含みうる。
【０１０９】
　上記の構成によれば、機械的な構造によって透明ディスプレイが特定の背景に重ね合わ
せられた状態とそうではない状態とが切り替えられる場合に、切り替えのための機構の動
作状態を状態情報として用いることによって、容易にディスプレイの後背面の側の状態を
認識することができる。
【０１１０】
　なお、本技術において、状態情報は、必ずしも機構の動作状態の情報でなくてもよい。
例えば、状態情報は、ディスプレイ部などに設けられたカメラによって、ディスプレイに
対面している物体を認識することによって取得されてもよい。このとき、背景面に設けら
れたＱＲコード（登録商標）のような所定のコードを読み取ることによって、ディスプレ
イ部の背景面が認識されてもよい。また、別の例として、状態情報は、ディスプレイ部と
本体部とにそれぞれ設けられた端子を用いたデータ通信によって取得されてもよい。
【０１１１】
　（４）本開示の実施形態において、第２の状態は、ディスプレイの後背面が特定の面に
対向していない状態でありうる。
【０１１２】
　実施形態の説明において、ディスプレイ部１０１，２０１，３０１が本体部１０３，２
０３，３０３に重ね合わせられていない状態が、ここでいう第２の状態にあたる。
【０１１３】
　上記の構成によれば、ディスプレイの背景が背後の風景である場合に、その状態に合わ
せて表示を変化させることによって、例えばＡＲ技術によって得られる情報を実際の風景
に重畳させて表示するなど、透明ディスプレイの特性を活用した表示ができる。
【０１１４】
　（５）本開示の実施形態において、第２の状態は、ディスプレイの後背面が第１の面と
は異なる第２の面に対向している状態でありうる。
【０１１５】
　実施形態の説明において、ここでいう第１の面および第２の面は、第６の実施形態にお
ける背景面４０９および背景面５０９として例示された。また、第１の状態および第２の
状態は、同じく第６の実施形態において、ディスプレイ１０７が背景面４０９に重ね合わ
せられた状態および背景面５０９に重ね合わせられた状態として例示された。
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【０１１６】
　上記の構成によれば、ディスプレイの背景が、表面の状態が異なる２つの面の間で変化
しうる場合に、それぞれの背景に合わせて表示を変化させることによって、それぞれの背
景での表示の視認性や表現力を向上させることができる。
【０１１７】
　（６）本開示の実施形態において、状態情報取得部は、第１の状態および第２の状態と
は異なる第３の状態を示す情報を含む状態情報を取得し、表示制御部は、状態情報が第３
の状態を示す場合に、状態情報が第１の状態または第２の状態を示す場合のいずれとも異
なる変化をディスプレイの表示に与えうる。
【０１１８】
　実施形態の説明において、第３の状態は、ヒンジ１０５の回転角度θが第１の閾値と第
２の閾値との中間にある状態、複数設けられたスイッチ２０５ｓ，３０５ｓの一方がＯＮ
であり他方がＯＦＦである状態、および第６の実施形態における（ｂ）および（ｃ）の状
態として例示された。
【０１１９】
　上記の構成によれば、ディスプレイの後背面の側の状態をより細かく認識することがで
き、それぞれの状態に応じてより適切に表示を制御することができる。
【０１２０】
　（７）本開示の実施形態において、第３の状態は、ディスプレイの後背面の側の状態が
第１の状態と第２の状態との間で変化する過程にある中間の状態であり、表示制御部は、
状態情報が第３の状態を示す場合に、ディスプレイの表示を一時的に消滅させうる。
【０１２１】
　実施形態の説明において、ここでいう第３の状態は、ヒンジ１０５の回転角度θが第１
の閾値と第２の閾値との中間にある状態、複数設けられたスイッチ２０５ｓ，３０５ｓの
一方がＯＮであり他方がＯＦＦである状態として例示された。
【０１２２】
　上記の構成によれば、ディスプレイの背景が変化している中間の状態が、ユーザがディ
スプレイを観察している可能性が低い状態と推定される場合に、ディスプレイの表示が一
時的に消滅することで、消費電力を削減できる。また、所定の後背面の側の状態ではない
状態ではディスプレイの表示をしないことによって、ディスプレイの表示が不自然な状態
になることを防ぐこともできうる。
【０１２３】
　（８）本開示の実施形態において、表示制御部は、状態情報が第１の状態を示す場合に
第１の面のパターンまたはテクスチャに応じてディスプレイに表示させる表示を変化させ
うる。
【０１２４】
　実施形態の説明において、第１の面のパターンまたはテクスチャは、背景面４０９に設
けられたキーボード４０９ａおよびタッチパッド４０９ｂの形状や色彩、ならびに背景面
５０９に設けられた太陽電池パネル５０９ａの色彩や光沢として例示された。
【０１２５】
　上記の構成によれば、透明ディスプレイの後背面に対向する面に何らかの部材が配置さ
れているような場合に、例えばその部材のパターンやテクスチャをキャンセルするように
ディスプレイの表示の輝度を変化させることによって、表示の視認性や表現力を向上させ
ることができる。
【０１２６】
　なお、背景面のパターンまたはテクスチャは、予め情報として保持されていてもよいし
、ディスプレイ部などに設けられたカメラを用いた物体認識によって判別されてもよい。
また、背景面に設けられうる部材は、実施形態の説明において例示されたキーボード、タ
ッチパネル、および太陽電池パネルには限られず、各種の部材でありうる。例えば、背景
面には電子ペーパーが設けられてもよい。この場合、表示制御部は、背景面にある電子ペ
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ーパーの表示と協調した表示をするようにディスプレイの表示を制御しうる。電子ペーパ
ーの表示も、パターンまたはテクスチャの一種といえる。
【０１２７】
　（９）本開示の実施形態において、表示制御部は、状態情報に応じてディスプレイの表
示の輝度を変化させうる。
【０１２８】
　上記の構成によれば、例えば、ディスプレイの後背面が所定の背景面に対向している場
合とそうではない場合とのそれぞれにおいて最適な輝度を設定することができ、ディスプ
レイの表示特性が向上しうる。
【０１２９】
　（１０）本開示の実施形態において、表示制御部は、状態情報に応じてディスプレイの
表示の上下または左右を反転させうる。
【０１３０】
　上記の構成によれば、ディスプレイの後背面の状態が変化するとともにユーザがディス
プレイを観察する向きも変化する場合に、ディスプレイの表示を反転させることによって
この変化に対応することができる。
【０１３１】
　（１１）本開示の実施形態において、表示制御部は、状態情報に応じてディスプレイの
表示内容を変化させうる。
【０１３２】
　上記の構成によれば、例えばディスプレイの後背面が所定の背景面に対向している場合
とそうではない場合との間でＡＲ技術によって得られる情報の表示の仕方を変更するなど
して、表示内容をその時々のディスプレイの背景により適応したものにすることができる
。
【０１３３】
　（９．補足）
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【０１３４】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）観察するユーザが存在する側の面である観察面の裏側にある後背面の側から入射し
た光を、透過させて該ユーザに観察可能とさせるディスプレイの表示を制御する表示制御
部と、
　前記ディスプレイの後背面の側の状態を示す状態情報を取得する状態情報取得部と
　を備え、
　前記表示制御部は、前記状態情報に応じて前記ディスプレイに表示させる表示を変化さ
せる表示制御装置。
（２）前記状態情報取得部は、前記ディスプレイの後背面が第１の面に対向している第１
の状態と前記ディスプレイの後背面が前記第１の面に対向していない第２の状態とを示す
情報を含む前記状態情報を取得し、
　前記表示制御部は、前記状態情報が前記第１の状態を示す場合と前記第２の状態を示す
場合との間で前記ディスプレイに表示させる表示を変化させる、前記（１）に記載の表示
制御装置。
（３）前記状態情報取得部は、前記ディスプレイを有する第１の部分を前記第１の面を有
する第２の部分に係合させ前記ディスプレイが前記第１の面に重ね合わせられた状態であ
る前記第１の状態と前記ディスプレイが前記第１の面から離れた状態である前記第２の状
態とを切り替える係合機構の動作状態の情報を前記状態情報として取得する、前記（２）
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（４）前記第２の状態は、前記ディスプレイの後背面が特定の面に対向していない状態で
ある、前記（２）または（３）に記載の表示制御装置。
（５）前記第２の状態は、前記ディスプレイの後背面が前記第１の面とは異なる第２の面
に対向している状態である、前記（２）または（３）に記載の表示制御装置。
（６）前記状態情報取得部は、前記第１の状態および前記第２の状態とは異なる第３の状
態を示す情報を含む前記状態情報を取得し、
　前記表示制御部は、前記状態情報が前記第３の状態を示す場合に、前記状態情報が前記
第１の状態または前記第２の状態を示す場合のいずれとも異なる変化を前記ディスプレイ
の表示に与える、前記（２）～（５）のいずれか１項に記載の表示制御装置。
（７）前記第３の状態は、前記ディスプレイの後背面の側の状態が前記第１の状態と前記
第２の状態との間で変化する過程にある中間の状態であり、
　前記表示制御部は、前記状態情報が前記第３の状態を示す場合に、前記ディスプレイの
表示を一時的に消滅させる、前記（６）に記載の表示制御装置。
（８）前記表示制御部は、前記状態情報が前記第１の状態を示す場合に前記第１の面のパ
ターンまたはテクスチャに応じて前記ディスプレイに表示させる表示を変化させる、前記
（２）～（７）のいずれか１項に記載の表示制御装置。
（９）前記表示制御部は、前記状態情報に応じて前記ディスプレイの表示の輝度を変化さ
せる、前記（１）～（８）のいずれか１項に記載の表示制御装置。
（１０）前記表示制御部は、前記状態情報に応じて前記ディスプレイの表示の上下または
左右を反転させる、前記（１）～（９）のいずれか１項に記載の表示制御装置。
（１１）前記表示制御部は、前記状態情報に応じて前記ディスプレイの表示内容を変化さ
せる、前記（１）～（１０）のいずれか１項に記載の表示制御装置。
（１２）観察するユーザが存在する側の面である観察面の裏側にある後背面の側から入射
した光を、透過させて該ユーザに観察可能とさせるディスプレイの表示を制御することと
、
　前記ディスプレイの後背面の側の状態を示す状態情報を取得することと、
　前記状態情報に応じて前記ディスプレイに表示させる表示を変化させることと
　を含む表示制御方法。
（１３）観察するユーザが存在する側の面である観察面の裏側にある後背面の側から入射
した光を、透過させて該ユーザに観察可能とさせるディスプレイの表示を制御する機能と
、
　前記ディスプレイの後背面の側の状態を示す状態情報を取得する機能と、
　前記状態情報に応じて前記ディスプレイに表示させる表示を変化させる機能と
　をコンピュータに実現させるためのプログラム。
【符号の説明】
【０１３５】
　１００，２００，３００，４００，５００，６００　　電子機器
　１０１，２０１，３０１　　ディスプレイ部
　１０３，２０３，３０３　　本体部
　１０５　　ヒンジ
　２０５　　スライド機構
　３０５　　着脱機構
　１０７，２０７　　ディスプレイ
　１０９，２０９，４０９，５０９　　背景面
　１５０　　ＣＰＵ
　１５１，２５１　　表示制御部
　１５３，２５３　　状態情報取得部
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